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請願と陳情は審査の結果、次のとおりとなりました。

採択となったもの
▽ 「再審法改正を求める意見書」採択に関することについて
※「再審法改正を求める意見書」を内閣総理大臣ほか２機関へ提出しました。

不採択となったもの
▽ 在留カード及び特別永住者証明書の真正性確認をＩＣチップ読み取りで行う
ことを必須とすることについて
▽ 健康保険証の存続を求める意見書を国に提出することを求めることについて

請 願・陳 情

ひたちなか市固定資産
評価員の選任同意

ひたちなか市固定資産評
価員に、吉冨　耕治氏を選
任することに同意しました。

人　事

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
建
設

に
係
る
議
事
堂
の
整
備
に
つ
い
て
、
機

能
的
で
効
率
的
な
会
議
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
議
場
を
は
じ
め
そ
の
他
の
施
設

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
い
る
災
害
や
未
知
の
感
染
症
な
ど
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
議
会
活
動
を

継
続
す
べ
く
、
新
た
に
市
議
会
に
お
け

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
委
員
会
で
は
、「
新
庁
舎
建
設
に
係

る
議
事
堂
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
」
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

「
ひ
た
ち
な
か
市
議
会
災
害
時
対
応
指

針（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
に
関
す
る
こ
と
」

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。
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学
校
部
活
動
に
お
い
て
は
、
少
子
化

へ
の
対
応
や
教
師
の
働
き
方
改
革
な
ど

の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
部

活
動
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

本
委
員
会
で
は
、
学
校
部
活
動
の
段

階
的
な
地
域
移
行
に
向
け
た
課
題
や
受

け
皿
づ
く
り
、
今
後
の
あ
り
方
な
ど
、

「
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る

こ
と
」
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
い

ま
す
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司
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瓶
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特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

県
に
対
し
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

報
告
に
対
す
る
討
論

●
反
　
対

報
告
第
25
号
　
本
報
告
は
、
高
齢
者

の
医
療
費
増
加
を
賄
う
た
め
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
の
賦
課
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
赤

ち
ゃ
ん
や
無
職
の
方
も
負
担
を
負
う
こ

と
に
な
る
。
国
保
加
入
者
は
多
く
が
低

所
得
者
で
、
現
行
制
度
の
維
持
は
限
界

に
達
し
て
お
り
、
税
制
改
正
に
よ
り
負

担
が
増
加
し
た
。
国
保
制
度
の
維
持
に

は
国
庫
負
担
の
増
額
が
必
要
で
あ
り
、

市
が
均
等
割
の
減
免
を
廃
止
し
た
こ
と

は
市
の
責
任
の
後
退
と
い
え
る
。

以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

議
案
に
対
す
る
討
論

●
反
　
対

議
案
第
54
号
　
ひ
た
ち
な
か
市
印
鑑

登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
本

議
案
は
、
新
端
末
導
入
で
市
民
課
窓
口

の
証
明
書
発
行
手
続
き
を
簡
略
化
し
、

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
で
、
監
視
社
会
や
情
報

漏
え
い
の
リ
ス
ク
が
あ
り
反
対
す
る
。

議
案
第
56
号
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て
、
本
議
案
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
法
の
施
行
に
伴
い
、

従
来
の
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、「
被

保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
」
を
「
資

格
確
認
書
等
」
に
変
更
す
る
も
の
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証

の
連
携
が
強
制
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
た
な
い
人
は
例
外
扱
い
と
な
る
た

め
反
対
す
る
。
本
市
の
マ
イ
ナ
保
険
証

の
取
得
率
は
75
歳
以
上
で
55
％
、
利
用

率
は
８
％
に
過
ぎ
ず
、
不
具
合
や
情
報

漏
え
い
の
懸
念
も
あ
る
た
め
、
市
に
は

丁
寧
な
対
応
を
要
望
す
る
。

議
案
第
59
号
　
あ
ら
た
に
生
じ
た
土

地
の
確
認
お
よ
び
第
60
号
　
字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て
、
本
議
案
は
、
常
陸

那
珂
地
区
中
央
ふ
頭
の
埋
め
立
て
に
よ

り
生
じ
た
土
地
に
住
所
を
設
定
す
る
た

め
の
も
の
で
、
埋
め
立
て
に
は
北
ふ
頭

の
石
炭
火
力
発
電
所
の
石
炭
灰
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
で
の
港
湾
拡

張
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
逆
行
し
、
本

市
の
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
目
標
に
も
矛
盾
す
る
た
め
、
無
批

判
で
の
賛
成
は
で
き
な
い
。

以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

請
願
・
陳
情
に
対
す
る
討
論

●
賛
　
成

請
願
第
６
号
　
健
康
保
険
証
の
存
続

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
保
有
率
は
国
民
の
半
数
、
利

用
率
は
10
％
未
満
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

国
は
12
月
２
日
か
ら
新
規
保
険
証
の
発

行
を
停
止
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
介
護
施

設
な
ど
で
新
た
な
対
応
が
必
要
と
な

る
。
保
険
証
発
行
の
停
止
は
時
期
尚
早

で
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
る
た
め
本
請
願
は
採
択
す
べ
き
。

議
会
改
革
調
査
推
進

特
別
委
員
会

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
調
査
検
討
特
別
委
員
会




